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図７：＜兵庫県ＧＤＥ：平成５年度基準の増減値＞ 

 
 
この表は、平成 5年度を 0 として見たときに、平成 6 年度以降に起きたものは必ず震災

の影響を強く受けている考えることを前提としている。 
総固定資本形成が５年間累計で 5兆 2千億円と、5 兆円強の新しい需要が生まれていると

いう事が分かる。消費も震災の影響ではないかもしれないが、少しずつ増えていっている

中で、財貨・サービスの純移出入だけが５年間累計で 7 兆円近いマイナスになっている。

また、消費と投資、さらには政府 終消費支出、つまり県内需要の増加の合計について見

てみると、震災後５年間累計で 7兆 7千億円の増加がある。 
これから言える事は、７兆７千億円もの県内需要の増加があるにも関わらず、そのうち

の 7兆円近くが貿易赤字という形で県外に流出しているということである。 
また、移出入の内訳の詳細をみると、復興・復旧のための兵庫県が県外から購入した部

分である「移入」、これは震災時に多くを県外から購入していることで増加している一方で、

「移出」は減少している。これは、震災以降、兵庫県から製造業が県外へ出て行ってしま

った事に影響を受けていると考えられる。しかし当時は、円高傾向による、海外への製造

拠点の移転(産業の空洞化)といった動きもあったので、震災の影響のみで移出入が増えた、

減ったとは言えないが、復興需要のかなりの部分が県外から購入された、つまり、復旧・

復興需要のかなりの部分が地域経済の外から調達されたということなのである。これを裏

付ける現象として、例えば、建築資材の価格が震災後の大阪や神戸では上昇しなかったが、
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